
ほん
とに、いい出会い

（
広
告
欄
）

戸 籍 の 窓

き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
、

き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
、

戦
争
は
終
わ
る
。

戦
争
は
終
わ
る
。

『
戦
争
を
や
め
た
人
た
ち

　
　
１
９
１
４
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
戦
』

　
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
５
か
月

後
の
、
12
月
24
日
の
夜
。
敵
対
す
る
ド
イ
ツ

軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
と
の
最
前
線
で
、
銃
声
の

代
わ
り
に「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」の
歌

声
が
流
れ
…
。
戦
場
で
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た

奇
跡
の
よ
う
な
物
語
。

ト
リ
の
世
界
は
、
思
っ
て
る
以
上
に

ト
リ
の
世
界
は
、
思
っ
て
る
以
上
に

楽
し
い
し
、
素
晴
ら
し
い

楽
し
い
し
、
素
晴
ら
し
い

『
ト
リ
ノ
ト
リ
ビ
ア
』

ス
ズ
メ
は
ほ
お
の
斑
点
が
大
き
い
ほ
ど

モ
テ
る
。
ハ
ト
は
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
水
を
飲
む
。

カ
ラ
ス
は
巣
に
新
建
材
を
使
う
…
。
身
近
だ

け
れ
ど
つ
い
見
過
ご
し
が
ち
な
野
鳥
た
ち
の

驚
き
の
生
態
を
、
4
コ
マ
漫
画
と
と
も
に
楽

し
く
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

「
こ
と
ば
」を
集
め
る
と

「
こ
と
ば
」を
集
め
る
と

世
界
は
広
が
る　

世
界
は
広
が
る　

『
こ
と
ば
コ
レ
ク
タ
ー
』

　

ジ
ェ
ロ
ー
ム
は「
こ
と
ば
」の
コ
レ
ク

タ
ー
。
た
く
さ
ん
集
め
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
し

て
い
た
ら
、
あ
る
日
転
ん
で
全
部
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
に
。
で
も
、
こ
れ
、
案
外
面
白
い

か
も
と
思
っ
た
ジ
ェ
ロ
ー
ム
は
…
。「
こ
と

ば
」の
持
つ
力
を
描
い
た
絵
本
。

非
現
実
空
間
に

非
現
実
空
間
に

身
を
置
い
て
み
た
い
方
へ

身
を
置
い
て
み
た
い
方
へ

『
一
度
は
泊
ま
り
た
い

超
ユ
ニ
ー
ク
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
』

　

一
日
一
組
限
定
の
豪
華
ス
テ
イ
か
ら
、

ま
る
で
海
外
の
よ
う
な
ホ
テ
ル
、
趣
味
を

極
め
る
○
○
し
放
題
な
宿
ま
で
、
日
本
全

国
の
個
性
豊
か
な
旅
先
を
提
案
し
ま
す
。

電
子
書
籍
の
ク
ー
ポ
ン
付
き
。
デ
ー
タ
は

２
０
２
２
年
２
月
現
在
。

『ことばコレクター』
ピーター・レイノルズ／作

なかがわちひろ／訳
出版：ほるぷ出版 

『戦争をやめた人たち 
1914年のクリスマス休戦』

鈴木まもる／文・絵
出版：あすなろ書房

『一度は泊まりたい
超ユニークHOTEL』

出版：JTBパブリッシング

『トリノトリビア』
川上和人ほか／監修

出版：西東社

●人口16,239人（前月比 ＋15）男8,071人　女8,168人
●世帯数7,495世帯（前月比 ＋13）　　　（8月1日現在）

※戸籍の窓は、届出者から了解を得て掲載しています。
※世帯主名、区名は住民票に基づいています。

　

症
状
が
軽
い
う
ち
に
気
付
き
、

適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
れ
ば
、

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
改

善
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
認
知
症

へ
の
進
行
を
予
防
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。　
　
　

　

自
分
自
身
や
家
族
・
同
僚
・
友

人
な
ど
周
囲
の
人
に
つ
い
て「
も

し
か
し
て
」と
思
わ
れ
る
よ
う
な
症

状
に
気
付
い
た
ら
、
早
め
に
専
門

家
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
相
談
先

◆
か
か
り
つ
け
医

◆
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
東
信
地
区

　
千
曲
荘
病
院（
上
田
市
）

0
2
6
8（
75
）5
2
6
2

　
佐
久
総
合
病
院（
佐
久
市
）

0
2
6
7（
82
）3
1
3
1

◆
御
代
田
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
31
）2
5
1
0

◆
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

長
野
県
支
部（
長
野
市
）

0
2
6（
2
9
3
）0
3
7
9

◆
若
年
性
認
知
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
愛
知
県
）

0
8
0
0（
1
0
0
）2
7
0
7

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

係（
31
）2
5
1
0
ま
で

　
「
も
し
親
や
身
近
な
人
・
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

そ
ん
な
不
安
を
抱
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

２
０
２
５
年
に
は
軽
度
認
知
障

害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
認
知
機
能
に
多
少
の

問
題
が
生
じ
て
い
る
が
日
常
生
活

に
は
支
障
が
な
い
状
態
）を
加
え
る

と
、
65
歳
以
上
の
3
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
い
う
推
計
も
あ

り
、
超
高
齢
化
社
会
で
暮
ら
す
私

た
ち
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
と
は

　

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
記
憶
や
判
断
力
の
障
が

い
が
起
こ
り
、
社
会
生
活
や
対
人

関
係
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
い

い
ま
す
。
歳
を
重
ね
る
と
誰
で
も

物
忘
れ
は
あ
り
ま
す
が
、
体
験
し

た
こ
と
自
体
を
全
て
忘
れ
た
り
物

忘
れ
の
自
覚
が
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
認
知
症
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
働
き
盛
り
の
世
代
で
も
発
症

し
ま
す
。
65
歳
未
満
で
発
症
し
た

場
合
は「
若
年
性
認
知
症
」と
さ
れ

ま
す
。

　

認
知
症
に
は
い
く
つ
か
種
類
が

あ
り
症
状
も
違
う
の
で
、
適
切
な

対
応
や
ケ
ア
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

認
知
症
の
主
な
種
類

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

・
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

・
脳
血
管
性
認
知
症

・
前
頭
側
頭
型
認
知
症

認
知
症
の
主
な
症
状　

　

中
核
症
状（
脳
の
神
経
細
胞
の

破
壊
に
よ
っ
て
起
こ
る
記
憶
障
害
・

判
断
力
低
下
・
見
当
識
障
害
失
語
・

失
認
識
・
失
行
な
ど
）

　

周
辺
症
状（
精
神
症
状
や
行
動

の
異
常
で
、
妄
想
・
抑
う
つ
や
不
安
、

徘
徊
・
興
奮
・
攻
撃
・
暴
力
な
ど
）

予　
防　

　

血
管
性
認
知
症
に
つ
い
て
は
、

脳
血
管
障
害
の
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
よ
う
な
良
い

生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。
良
い
生

活
習
慣（
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

や
運
動
習
慣
・
生
活
リ
ズ
ム
な
ど
）

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
脳
血
管
性

認
知
症
ば
か
り
で
は
な
く
、
最
も

多
い
認
知
症
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
予
防
に
も
有
用
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
の
と
び
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
︶
︵
31
︶2
5
1
0

問
い
合
わ
せ
先

９
月
は「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」で
す
。
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

養
成
講
座
は
皆
さ
ま
が
始
め
た
い

月
か
ら
１
年
間
、
受
講
生
と
し
て
講

座
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
座
の
受
講
は
、３
日
前
ま
で
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

《
介
護
予
防
教
室
》

●
令
和
4
年
度
第
6
回

9
月
9
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時（
予
定
）

会
場
エ
コ
ー
ル
み
よ
た
あ
つ
も
り
ホ
ー
ル

『
認
知
症
と
私
～
認
知
症
に
な
っ
て

も
自
分
ら
し
く
前
向
き
に
生
き
る
～
』

講
師
認
知
症
本
人
大
使

「
希
望
大
使
」春
原
治
子
氏

ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
教
育
顧
問
／
春
原

さ
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
櫻
井
記
子
氏

参
加
人
数
の
把
握
、
準
備
の
た
め

　
　
　
　
　
　
と
し
て
い
ま
す
。

《
生
活・介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
（
12
期
生
）養
成
講
座
》

●
令
和
4
年
度
第
5
回

　
9
月
30
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
役
場
２
階
大
会
議
室

「
認
知
症
の
基
本
を
知
る
」

講
師
小
諸
高
原
病
院

　
　
　
斎
藤
勝
仁
医
師

事
前
申
込
制
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